
性別 代表者会議 開始式

9:15別途指定 男女綾てるはドーム
ホイッスル

時刻

７月８日(土)

７月９日(日)

行わない

行わない 行わない

別途指定
男
女

  ４．体調管理を考慮し、各セット先に１３点を得点した時点で、給水タイムアウトを設ける。
　　　選手はウォームアップエリア付近で給水をすること。
　　  また、監督等が戦略上の指示をすることはできない。

会場

　３．第2日目（7月9日）の第1試合は、第2試合のチームより、10名の補助員（線審・点示）を出すこと。
　　　人数等が不足する場合は大会主催者側に試合開始前までに申し出ること。

　２．第2試合以降の補助員は敗者チームより出すこと。副審については随行審判員が原則として対応するため、
　　　準備をしておくこと。ただし、状況により勝者チームの随行審判員にお願いすることもある。

競技責任者

１２．部長、監督、コーチ、マネージャー、トレーナー、ドクター、通訳のスタッフの変更のみ認める。
　　　なお、プログラム上の誤植、記載ミスがある場合は、エントリー変更用紙にて届けること。

9:15
13:30

【補助員、随行審判について】

会場責任者

　２．得点方法は、25点3セットマッチとする。（決勝も同様。）

　９．公式練習時間は、各チーム3分間もしくは合同6分間とする。

【競技規則について】

審判責任者
山﨑　義信

競　　技　　日　　程

　４．チームの構成は申込要項の通りとする。
　５．ベンチには、有効に登録された部長・監督・コーチ・マネージャー・トレーナー・選手14名以内とする。尚、
　　　申込時に登録された18名の選手から、試合毎に選手14名（リベロ2名以内）を選択して試合することが出来
　　　る。必要に応じてドクター、通訳各1名を加えることができる。

事務局責任者
中馬　義郎 長友　久夫

第１試合開始時刻

綾てるはドーム

　１．2023年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則により行う。

行わない

開館時刻
ホイッスル

時刻

　３．夏季大会のため、かなりの暑さが予想されます。各チームでの水分補給及び選手の体調管理には
　　　十分気をつけて、試合に臨むこと。

　以下のような競技運営となります。ご確認の上、ご了承よろしくお願いします。

　１．第1日目　男女ともベスト８残しとする。

　２．随行審判員を準備できないチームは、審判協力金を支払うこと。

　１．第1日目（7月8日）の第1試合は、第3試合の両チームより記録員を含む補助員（線審・点示）を出すこと。
　　　但し、第3試合が1チームの場合は7名、2チームの場合は番号の若い順から4名、3名を出すこととする。
　　　人数等が不足する場合は、大会主催者側に申し出ること。

競　技　上　の　注　意

総務責任者

競技運営上の注意（必読ください！）

杉本　栄美子

　８．エントリー用紙は試合開始前までに大会本部に提出すること。記録用紙に貼り付けるので毎試合ごとに提出
　　　すること。用紙が無い場合は大会本部まで取りに来ること。

内村　宗貴

　６．第1日目（7月8日）は、男子の第１試合を9:15試合開始（女子の第１試合は13:30試合開始）とし、
　　　以降は、前試合終了後30分後に次の試合を開始する。（プロトコールを含む。）
　　　第2日目（7月9日）は、男女ともに準々決勝第1試合の開始時刻を9:15とし、
　　　前試合終了後30分後に次の試合を開始する。（プロトコールを含む。）
　　　但し、３試合連続の場合は60分後に試合を開始する。

１１．監督、コーチ、マネージャー、キャプテンマークは各チームで準備し、所定の位置に付けること。
　　　部長、トレーナー、ドクター、通訳についてはチームで準備すること。（首から下げる名札等）
　　　（マークのない場合は、ベンチには入れない。）

　７．使用球は、男子：モルテン製（Ｖ５Ｍ５０００）、女子：ミカサ製（Ｖ３００W）とする。
　　　但し、第2日目（7月9日）より天皇杯・皇后杯の公式ロゴ入りオリジナル球（男女メーカーは同様）を使用する。

　３．リベロ制を採用する。但し、予選においては、各連盟の規則を適用する。
　　　リベロはチームキャプテン及びゲームキャプテンにもなれる。
　　　大会規定によりリベロプレイヤーの登録数は、以下のとおりとする。
　　　チーム登録人数リベロ登録数　12名以下0～2名、13名1～2名、14名1～2名

１０．監督は、それぞれのセット開始前に正しく記載され、自分がサインしたライン・アップ・シートを記録員または
　　  副審に渡す。



　３．食事等で出たゴミ類は、各チームで必ず持ち帰ること。

体育館使用上の注意

　２．指定場所以外の喫煙は、厳禁とする。

　５．駐車場には限りがあるので、駐車にあたっては係員の指示に従うこと。路上駐車等におけるトラブルについて
　　　は、一切責任を負わない。

　４．食事や休憩場所の確保については、競技運営に支障のないように確保し、他チームとのトラブルにならない
　　　ようにお互い助け合うこと。

　１．上履きと下履きの区別をはっきりつけること。

　６．体育館以外での練習にあたっては、危険防止に努め、十分注意すること。
　７．盗難・事故等には、チーム及び個人で十分注意すること。

※以上のことは、大会前までに各チーム監督の責任において選手･保護者・応援者等に徹底させてください。

　今大会は、昨年度の大会のベスト４をシードとした組合せ抽選を行った。
　各カテゴリーの抽選は、以下のように判断しました。

　２．中学生チームを、そのチーム数に応じて１／２、１／４、１／８ゾーンで抽選を行う。

　１．一般または大学等チームを、そのチーム数に応じて１／２、１／４、１／８ゾーンで抽選を行う。

　以上の手順で、組合せ抽選を行いました。ご確認をよろしくお願いします。

　３．姉妹校および同一チームの複数参加の場合は、そのチーム数に応じて１／２、１／４ゾーンで抽選を行う。

　４．同一カテゴリーが１回戦でできるだけ対戦しないように抽選を行う。

組合せにおける確認事項

1１．スポーツマンとしてふさわしくない行為はしないこと。（相手チームに向かってのガッツポーズ等）

１２．随行審判員においては、審判割当に従い審判を行う。随行審判員がいない場合は、協力金を納める。

　７．ユニフォーム上下･ソックスは清潔で同一色に統一されなければならない。

　９．サーブの試技後の打ち直しは出来ない。

審　判　上　の　注　意

　１．2023年度（公財）日本バレーボール協会6人制競技規則により実施する。

　２．監督･選手ともに競技規則に精通し、忠実であること。

　３．公式練習前に監督･キャプテンは、スコアラーズテーブルにてスコアラーズシートにサインすること。

１０．試合開始前は、プロトコールを採用する。

　５．タイムアウト及びセット間において、競技参加者はチームベンチに帰ること。

　６．ゲーム中のワイピングは、コート内の選手が行うこと。なお、タイム・アウト及びセット間においては、各チーム

　　　でのモップの使用を許可する。

　８．ボールは身体のどの部分で触れてもよい。

　４．監督は、スコアラーズテーブルに最も近い位置でチームベンチに座る。しかし、ベンチを離れてもよい。



体育館使用上の注意

　２．指定場所以外の喫煙は、厳禁とする。

　５．駐車場には限り（1チーム8台）があるので、応援者を含め各チームの台数制限を守ること。また、路上駐車等
によるトラブルについては、一切責任を負わない。

　４．食事や休憩場所については、競技運営に支障のないように確保し、他チームとのトラブルにならな いように
お互い助け合うこと。

　１．上履きと下履きの区別をはっきりつけること。

　６．体育館以外での練習にあたっては、危険防止に努め、十分注意すること。
　７．盗難・事故等には、チーム及び個人で十分注意すること。

※以上のことは、大会前までに各チーム監督の責任において選手･保護者・応援者等に徹底すること。

　３．食事等で出たゴミ類は、各チームで必ず持ち帰ること。
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